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早期体験実習に関する研究の動向と課題
― 過去５年間の文献を対象に ―
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研究報告

　本研究の目的は、過去５年間の文献を対象に、早期体験実習に関する研究の動向と研究の課

題を明らかにすることである。22件の文献を対象に、早期体験実習の定義、文献の概要、研

究の目的別に見た共通性・類似性・独自性について検討した。

　早期体験実習はほぼ全ての研究で１年次を対象に行われていた。実習のねらいは【対象理

解】【看護の役割を知る・学ぶ・考える・理解する】【看護を学ぶ・学習の動機づけ】に共通性

があった。研究目的は【学生の学び】【体験項目】【学習効果】【その他】に分類された。【学生

の学び】は対象文献の約半数を占めていた。【学生の学び】は、コミュニケーション、信頼関

係、患者の個別性、チーム、職種の理解など９つの内容で共通・類似性が見られた。【体験項

目】【学習効果】【その他】は各研究による独自の結果が導き出されていた。

　これらの結果から、学生は、早期体験実習での経験の全てを学習の動機づけとし、早期体験

実習において与えられた目的、目標に留まらず発展的に学ぶ傾向があると考えられた。

　今後、学生が自らの思考を自由に表現できるような研究方法の検討、学生の実習後の学びの

広がりを明らかにする研究が課題である。

要旨

　� 　

*1札幌保健医療大学　Sapporo University of Health Sciences



30

早期体験実習に関する研究の動向と課題

Ⅰ．はじめに

　近年、医療の高度化、在院日数の短縮など

医療社会の変化に伴い、人々の健康への関心

が増し、医療職に対する期待はますます高ま

っている。このような状況を受けて、看護学

教育の在り方に関する検討会1)では、高い看

護実践能力を持つ看護師の育成と質の維持を

大きな課題と捉え、卒業時の到達目標を明確

にし、教育を強化する必要性を報告してい

る。また、臨地実習は看護実践能力の基本を

学ぶ一つの授業科目として重要であると考

え、早期の学年から組み込む工夫が必要であ

るとの考えを示した。このような背景から、

現在、多くの医療系大学は早期体験実習をカ

リキュラムに導入し、その取り組みを報告し

ている。

　看護学生の早期体験実習に関する先行研究

は、1998年以降より報告されている2)その後

も2002年には看護学教育の在り方に関する

検討会、2009年には大学における看護系人

材育成養成の在り方に関する検討会報告が出

され、同年カリキュラム改正も行われたこと

から報告数が増加していると予測される。早

期体験実習は各大学が独自のカリキュラムで

プログラムしているため、実習時期や目標設

定の違い、学生の既習の知識のばらつきがあ

り、様々な視点から学生の学びや実習効果に

ついて報告がされている。その中でも、早期

体験実習が目標の再認識や動機づけ、学習意

欲を高める効果があること3)は、広く知られ

るようになった。また、近年の看護学生の傾

向として基本的な生活能力や常識が変化して

いる4)、コミュニケーション能力が不足して

いる5)という報告などを合わせて見ると、看

護職を目指す上で自己認識、自己課題を明確

にする効果も期待されている。

　実習は、講義、演習と同様に授業の基本形

態であり、教授者、学習者の存在と教育内容

の精選が必要である。これまでの報告内容か

ら、早期体験実習に関連してどのような報告

がされているのか共通性、独自性を明らかに

し、取り組むべき研究の課題や学生の学びを

深めるための介入を検討していく必要があ

る。そこで、本研究ではカリキュラム改正の

時期を含む過去５年間に遡り、これまでの研

究の動向を明らかにし、今後の研究の課題に

ついて検討することとした。

Ⅱ．研究目的

　過去５年間の国内の文献を対象に、早期体

験実習に関する研究の動向を明らかにする。

また、早期体験実習に関する研究の課題を明

らかにし、今後の研究の基礎資料とする。

Ⅲ．研究方法

１．文献検索

　医学中央雑誌Web版（Ver5）を用いて過去

５年間（2008～2013年）までを検索対象年

として文献検索を行った。キーワードは「早

期体験実習」「早期臨床体験実習」「早期体験

学習」と「看護」を掛け合わせて行った。ま

た、J-dreamⅢ、CiNiiでも同様の条件で検索

を行った。検索された文献は30件であった

が、抄録を確認し、早期体験実習について述

べられていない文献および解説は除外した。

また、研究方法およびそこから導き出された

結果として信頼性の低いものについても対象

から除外した。最終的な対象文献は22件で

あった。

２．分析方法

　それぞれの研究で扱っている早期体験実習

の定義を明らかにするために、実習時期や対

象、実習のねらいを確認した。

　研究の動向を確認するために発表年度別

に、研究目的、研究デザイン、研究対象、調

査方法、分析方法、結果について表にまとめ、

帰納的に分類した。一部、研究目的と結果が

一致しない研究は、複数の研究者で内容を吟
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味し何を目的とした研究であるのかを解釈し

分類した。その結果、「学生の学び」「体験項

目」「学習効果」「その他」の４つに分類され

た。その後、分類した内容をさらに検討し、

共通性、類似性、独自性を明らかにした。質

的研究において、研究目的に沿った結果であ

るかカテゴリ名だけでは判断できない場合、

サブカテゴリに遡って検討を行った。また、

大カテゴリ・大項目、中カテゴリ・中項目と

いう表現を用いている研究については、カテ

ゴリ、サブカテゴリと読み替え、整理しなが

ら結果を検討した。カテゴリ名は【】、サブ

カテゴリは「」で示した。

　なお、本研究では、「学び」は主体的なも

のであり、単に覚えたということに留まら

ず、わかった、理解したという非可逆的な言

葉に表現されるものと定義した。また気づ

き、知る、経験は学びの一部として捉えてい

る。体験は、自分で実際に行うという意味で

あり、それによって知識や技能を得る経験と

は区別して用いた。

３．結果

　本論で使用している文献22件は文献リス

トとは異なる記号を用いて説明している。

１）対象とした文献の概要

　⑴　早期体験実習の定義

　　　それぞれの研究で扱っている早期体験

実習の定義について表１にまとめた。

　　　看護学生対象の研究で扱っている早期

体験実習は、１年次を対象にしたものが

13件であった。そのうち５月に実施す

るものが３件、７月が２件、８月が１件、

７～８月が１件、前期と記載しているも

のが３件、後期とのみ記載してあるもの

が１件、１年次とのみ記載してあるもの

が１件であった。２年次を対象にしてい

るものは１件であり、７～８月に実施し

ていた。１年次早期体験実習の学生の知

識の獲得状況とは、進行している科目が

増えており明らかに異なっていた。

　　　教員対象に行われた研究で扱っている

早期体験実習は、いずれも１年次前期に

実施していた。

　　　医学生や理学療法学科、作業療法学科

の学生を対象に行われた研究で扱ってい

る早期体験実習は、１年次を対象に９月

に実施するものが２件であった。その他

に、前期が１件、後期が１件、１年次と

記載しているものが２件であった。

　　　看護学生対象の早期体験実習のねらい

で共通するものは、【対象理解】が９件、

【看護の役割を知る・学ぶ・考える・理

解する】が５件、【看護を学ぶ・学習の

動機づけ】が６件であった。その他に【病

院組織の役割や機能の理解】【コミュニ

ケーション能力を高める】【看護の理解】

【実際の看護活動を体験する】が各１件

であった。実習方法は、病院実習のみが

９件、そのうち受け持ち患者をもつのは

２件、シャドーイングが１件であった。

保健福祉施設と病院など複数施設で実習

を行うものが３件、その他・不明が４件

であった。また、学生が集合して報告会

を行うものは６件であった。実習期間が

明記されているものは９件で、学内報告

会や学内学習を除く病院実習は１～４日

間と幅があった。

　⑵　研究デザイン

　　　研究デザインは質的研究が14件であっ

た。量的研究は３件、質的研究と量的研

究を併用したものが５件であった。

　⑶　研究対象

　　　対象とした22件の文献のうち、看護学

生を対象としたものは13件、教員を対象

としたものは３件、医学生や理学療法学

科・作業療法学科の学生を対象としたも

のは６件であった。

　⑷　調査方法（データ収集方法）

　　　レポート６件、自己評価表の自由記載

１件、インタビュー４件、質問紙（アン
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ケート）と自由記載を併用したものが１

件、プロセスレコード１件、自由記載の

質問紙が１件、既存の尺度を用いた質問

紙が３件、尺度を用いた質問紙と自由記

載を併用したものが１件、満足度調査と

自由記載を併用したものが３件、実習記

録１件であった。

　　　分析方法は、内容分析12件、内容分析

と調査研究を併用したものが５件、調査

研究３件、事例研究１件、不明１件であ

った。

２）研究の目的別にみた共通性、類似性、独

自性

　⑴　学生の学び

　　　学生の学びに関する研究を表２にまと

めた。

　　　早期体験実習において、学生はコミュ

ニケーションに関連する学びを得ていた。

自己の傾向e)、コミュニケーションの大切

さa)b)g)i)、コミュニケーションの難しさa)b)h)、

コミュニケーションの重要性c)e)j)、「立場

の変換の難しさ」h)、【コミュニケーショ

ンの概念の理解】e)、「他者との関わりの

在り方の再考」j)である。「他者との関わ

りの在り方の再考」では、相手への気遣

いや、相手の気持ちになって物事を考え

るという学びの内容が示された。 さら

に、患者との関わりに関連して「患者主

体とは何かを知った」c)という学びがあ

った。

　　　信頼関係に関連する学びは、対象者と

の信頼関係の大切さg)j)、対象者との信頼

関係の重要性c)j)、医療者間の信頼関係に

ついての学びc)d)があった。

　　　個別性に関連した学びは、神庭らb)が

【看護の対象に関する気づき】を明らか

にしている。サブカテゴリとして「発達

段階」「健康レベル」「暮らし方」「生き

がい」「健康観」「家族」「地域」を示し、

発達段階の異なる人々やあらゆる健康レ

ベルの人々が看護の対象であること、家

族も含めて看護の対象であることを学ん

でいたと報告している。同様の学びは、

吉良らh)の「患者の個別性」にも含まれ

ている。さらに、吉良らh)は【患者から

の学び】として、サブカテゴリに「患者

の苦痛」「患者の回復」「入院生活の規制」 

「ケアの効果」を示し、対象理解という視

点からの学びを報告した。その他の学び

は、神庭らb)の「対象に合わせた関わり

方」「関わりの姿勢」、田中らj)の「看護ケ

アに対する気づき」、正野らc)の「患者は

医師・看護師とのコミュニケーションを

楽しみにしていると知った」であった。

　　　チームに関する学びでは、他職種との 

チームワークについて、看護師の視点e)、

医師の視点c)から学びが報告されている。 

その他には「情報の伝達・交換・共有」d)、

「チーム医療におけるスタッフの連携」j)、

「看護師間の連携」j)、「スタッフはチー

ム」h)、チームワークの重要性、医療者

間の信頼関係の重要性c)があった。川野

らd)の【円滑な人間関係】では、チーム医

療を促進する因子として、チーム内の協

力や信頼関係、対等な関係性についての

学びが報告されている。また、正野らc)は、

「チームワークの中心に患者がいること

に気づいた」から、学生がチーム医療の

中でも、患者を中心としたチームワーク

を学んでいることを明らかにした。

　　　職種の理解に関する学びは、看護師の

役割の認識h)i)j)、「保健師の役割」b)「他職

種の理解」「看護職の理解」d)があった。

川野らd)は、質的研究に加え、実習前後

の他職種の理解度を調査し、実習後の理

解度が上昇したことを報告している。正

野らc)は、医学生の立場から、「看護師の

存在意義を知った」「看護師の仕事の大

変さを知った」という学びを報告した。

　　　看護師に必要な知識・技術に関する学

びは、知識・技術の大切さg)h)、「判断す
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山口ら
（2007）

1年次7月
病院のみ

病院組織の役割や機
能の理解
看護師の役割を知る
対象理解

一般・老年・精神科など13か所の病棟で実施
学生は受け持ち患者1名を担当（原則、受け持ち患者はコミュニーションが取れ、日常生活援助を必要とする患者）
1グループ6～７名の学生に対して１名の教員が指導

神庭ら
（2008）

1年次前期
病院2日間

対象理解
看護の理解

事前学習1日、現地実習2日間、学内事後学習1日、報告会1日の日程で実施
9つの保健センターにおいて乳幼児に関わる保健事業及び成人・高齢者に関わる保健事業に参加
学生は8～10名のグループに分かれて実施

川野ら
（2009）

1年次後期
病院3日間

対象理解
看護の役割を学ぶ
学習の動機づけ

4病院に分かれて実施
実習終了後、4学科合同（看護師、理学療法士、診療放射線技師、作業療法士）で発表会およびグループワークを実施
発表会は各学科代表が実習内容や学習成果を発表する

古宇田ら
（2009）

1年次
病院のみ

詳細不明
全体オリエンテーション、附属病院看護部によるオリエンテーション（看護部の位置付、看護部の理念と役割）、
附属病院オリエンテーション（病院構造の概要など）、看護shadowing実習

渋谷ら
（2010）

1年次5月
病院2日間
保健福祉施設1
日間

対象理解
看護を学ぶ動機づけ

実習施設は病院5か所、保健福祉施設17か所に分かれて実施
実習終了後は、実習施設を中心としたグループに分かれ、実習のまとめを行う時間を1日設ける（最終日は発表会）

竹下ら
（2010）

1年次前期
夏休み前1週間
（病院2日間）

看護を学ぶ動機づけ
病院オリエンテーション、病棟実習(2日間)、外来実習(外来患者へのインタビュー)、医療安全の説明・見学、
学内でのまとめ

谷口
（2010）

1年次8月
病院4日間

対象理解
学生は複数の病院に分散し、病棟ごとに3～5名を配置。構成は5日間、病院・病棟オリエンテーション（半日）、看護師と
共に行動し看護場面に参加する（1.5日）、1人患者を受け持ち行動する（2日）、学内全体カンファレンス（1日）
各病棟の実習指導者と担当教員が指導を行う

阿部ら
（2011）

1年次前期
（7～8月）

詳細不明 前期に看護専門科目（看護学概論、基礎看護技術）が開講しており、それらの学習内容を踏まえて実施

吉良ら
（2011）

1年次7月
（短大3年過程）

詳細不明 詳細不明

古市ら
（2011）

1年次5月
病院1日間

対象理解
実際の看護活動を体
験する

1日目：学内で看護場面におけるロールプレイング演習、
2日目：病棟病院実習（午前は施設見学と病院説明、午後は病棟見学と看護師と共に看護場面を見学）、
3.4日目：学内で振り返りと報告会

田中ら
（2012）

2年次前期
（7～8月）

看護の役割を考える 詳細不明

林ら
（2012）

1年次前期
病院4日間

詳細不明
1年前期の毎週金曜日、午後180分を使用して行う
その中に3日間の病棟見学実習と1日間の外来見学実習を含む

宮沢ら
（2012）

1年次5月

看護を学ぶ動機づけ
対象理解
コミュニケーション能
力を高める

必修科目看護学概論の授業の一環として9日間の海外研修を実施
看護学概論のジョイント授業、周辺の医療施設の見学、現地の看護学生との交流を行う
研修中はホームステイで学生1～2名で滞在

藤永ら
（2009）

1年次前期
病院4日間

詳細不明 教員1名が学生5名程度を担当

岡崎ら
（2010）

1年次前期
病院4日間

対象理解
看護者の役割を学ぶ
自己の課題を見出す

1日目：学内ガイダンス、実習病院でオリエンテーション、2～4日目：実習指導者が選定した患者との対話(30分程度)、
4日目：看護師と共に行動し看護活動の見学、5日目：学内全体報告会

藤永ら
（2010）

1年次前期
病院4日間

詳細不明
教員に実習の目的や指導方法などの説明会を実施
担当病棟で病棟概要の把握や関係性構築のため研修を実施
1教員は学生5人程度を担当

大坪ら
（2009）

医学科1年次
複数施設
※時期は1年次5
月、9月、10月に
分けて実施、病
棟看護体験実習
は10月に実施

詳細不明

BLS（半日）、高齢者・障碍者体験実習（半日）、車いす介助方法・乗り方（半日）、血圧測定（半日）、
保育体験実習（2日・学外）、重症心身疾患医療体験実習（1日・学外）、
リハビリテーション科見学実習（1日・附属病院）、
外来患者付き添い体験実習（半日・附属病院）、看護援助技術演習（半日）、病棟看護体験実習（半日・附属病院）

正野ら
（2009）

医学部
1年次後期
病院半日

看護の理解
対象理解

①看護師に同行し、看護活動を見学する（約2時間）②患者とコミュニケーションをする（約1時間）
③カンファレンスにおいて、実習での気づきと学びを共有する（約30分）

成瀬ら
（2009）

理学療法学科・
作業療法学科
1年次9月
複数施設2日間

詳細不明
病院3施設と介護老人保健施設4施設における看護・介護体験実習
一般病院、介護老人保健施設のいずれか1か所において2日間実施

阿川ら
（2010）

1年次前期
必修：医学概論・
生命倫理

詳細不明
がんサロン1か所を1グループ10名程度、がんサロンの訪問は各学生1回で1時間程度
がんサロン訪問では、参加者・学生の自己紹介が終了後、その時に応じてがんの体験や患者として入院していた時に感
じていた看護師から受けた対応や感想、現在困っていること等の話をする

大坪ら
（2010）

医学部
1年次後期
（9月末）
6日間のうち、病
院実習日数不明

詳細不明 保育体験、重症心身障碍児（者）病棟体験、リハビリテーション科見学、看護基本技術演習と外来患者付き添い体験

大坪ら
（2011）

医学部
1年次

詳細不明
外来患者付き添い体験、保育体験、病棟看護体験、リハビリテーション科見学、重症心身疾患医療体験、高齢者体験、
BLS（一次救命処置）、看護援助技術演習、血圧測定、車いす体験

表1.早期体験実習の定義

著者
（発表年)

医
学
生
・
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
学
生
対
象

教
員
対
象

看
護
学
生
対
象

時期（日程） 目的（ねらい） 方法
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る力」「心のケアの大切さ」「自立支援」

「苦痛の緩和」「安全な看護」g)、「看護ケ

アの理解」i)があった。 必要な知識の一

側面となる病院の環境に関連して、古市

らi)は「施設理解」、吉良らh)は「知識と

しての学び・既成イメージの変化」「工

夫されている」「工夫が不足」、山口らa)

は「実習病棟・場所の学び」を報告して

いる。技術内容に関連して、山口らa)は、

「バイタルサイン測定の難しさ」「日常生

活援助の必要性・根拠」、技術項目につ

いては「コミュニケーション」を明らか

にし、学生が患者の個別性や非言語的コ

ミュニケーションを学んでいること、「バ

イタルサイン」では行う目的や意義につ

いて、「環境」では、安全のための工夫

や自分自身が環境の一部であること、「報

告」では、自分の発言に責任をもつこと

を学んでいると報告した。

　　　看護師に必要な態度に関連するもの

は、【看護の倫理的側面】g)があった。山

口らa)は、「看護師の役割」で、話し方、

看護師の人とのつながりや患者を尊敬す

ること、川野らd)、田中らj)は、責任感、

思いやり、気配りなどの具体的な態度に

ついての学びを明らかにしている。神庭

らb)は「保健師の関わりの姿勢や態度」

で、対象者の目線に合わせた姿勢や、は

っきりと大きな声で話すなどの学びを示

した。

　　　学び方に関する気づきとして、神庭らb)

は、「実習への取り組み」「体験からの学

び」「今後の学び方の姿勢」として、患

者の話を聞き、 理解しようと試みたこ

と、経験の大切さへの気づきなどを報告

した。その他には、「授業・演習の大切さ」

「実習での学び方」「実習でしか学べない

ことに気付く」h)、「実習グループでの学

び」a)があった。

　　　自己の課題、自己認識に関連するもの

は、「学習課題」「社会的自立に向けた課

題」j)、知識・技術力不足の気づきi)j)、「コ

ミュニケーション能力に対する自己課題

の認識」j)、「自己の課題の明確化」a)、【態

度に関する今後の課題】e)があった。【態

度に関する今後の課題】では、言葉使い

や実習に臨む姿勢などの内容が示された。

さらに、岡崎らe)は、「実習を振り返って

学んだこと」から、学生は実習を振り返

る過程で自己課題を明らかにしているこ

とを報告した。その他に、山口らa)は「今

後の学習への意欲」「実習の面白さ」、吉

良らh)は「自分の限界に直面」を明らか

にした。理想の看護師像に関連するもの

は、【理想とする看護師像の発見】d)「目

標とする看護師像」「理想の看護師との

出会いと看護師への志望」a)があった。

　　　学生の学びのなかで独自のものは、大

坪らf)の、医学生１年生への早期実習体

験で、外来医師の診察を観察することを

通じての学びを調査したものがあった。

患者とともに診察室に入室して医師の診

察を観察するか、未入室かで、体験実習

における学びの内容、質が異なることを

明らかにしている。特にその体験をした

学生は、患者の不安を増減させる医師の

態度を捉えていたと報告した。

　⑵　体験項目

　　　体験項目に関する研究を表３にまとめ

た。

　　　谷口k)は、構成的エンカウンターグル

ープ（SGE）をリフレクションツールと

して用いて、学生に早期体験実習での体

験を言語化させている。その結果、【病

院の構造やシステム】【看護師の態度・

仕事の様子】【患者との関わり】という

３つの体験を明らかにした。渋谷らl)は、

「困ったことや辛かったこと」「努力した

こと」「成長・変化したこと」という側

面から学生の体験を明らかにした。対象

者とのコミュニケーションに感じる難し

さや、対象者の思いに共感した辛さなど
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著者 調査方法 結果

（発表年） 分析方法 カテゴリ【　】　サブカテゴリ「　」で表示

山口ら
（2007）

早期体験実習
での学生の学
びや気づきを
明らかにする

質的研究
看護系大学
1年次57名

レポート
内容分析

368コード、16サブカテゴリ、4カテゴリが抽出された。【早期体験学習の成果】：「課題の明確化」「実習の面白さ」「今
後の学習への意欲」「目標とする看護師像、,【実習目標に沿った学び】：「コミュニケーション」「日常生活援助の必要
性・根拠」「バイタルサイン」「環境」「看護師の役割」「報告」「生活行動の変化」、【実習に関した緊張・不安】：「コミュ
ニケーションの難しさ」「実習病棟・場所の特徴」「バイタルサイン測定の難しさ」、【その他の学び】：「実習グループ
での学び」「その他」

ｂ
神庭ら
（2008）

早期体験実習
による学生の
学びを明らかに
する

質的研究
（自己評価
表の単純集

計）

看護学科
1年次83名

自己評価表
単純集計
自由記載
内容分析

1.自己評価は「現地の実習について意欲的に参加できた」「ふれあい実習について満足する学びができた」の項目
が高く、「対象者（家族）の健康レベルについて述べることができる」はもっとも低かった。
2.自由記載では、4つカテゴリが抽出された。
【看護の対象に関する気づき】：「発達段階」「健康レベル」「暮らし方」「生きがい」「健康観」「家族」「地域」
【対象との関わり方に関するに気づき】：「コミュニケーションの大切さ」「コミュニケーションの難しさ」「対象に合わせ
た関わりかた」「保健師の関りの姿勢や態度」「関わりの姿勢」
【地域における看護活動とその役割に関する気づき】：「地域における看護の必要性」「保健師の役割」「地域の健
康づくり」
【学び方に関する気づき】：「実習への取り組み」「事前学習」「グループワーク」「体験からの学び」「今後の学び方の
姿勢」

正野ら
(2009）

　
実習体験を通
して学んだこと

質的研究

医学部
1年次99名
男性67名
女性32名

レポート
内容分析

171コード、25サブカテゴリ、7カテゴリが抽出された。　【患者とのコミュニケーション及びかかわりに関連すること】：
「患者とのコミュニケーションの重要性を知った」「患者主体とは何かを知った」「患者との信頼関係作りが重要であ
ると知った」「患者は医師・看護師とのコミュニケーションを楽しみにしていると知った」、【チーム医療に関連するこ
と】：「チームワークの重要性を知った」「質の高い医療のために看護職との連携が欠かせないと知った」「質の高い
医療には情報交換が重要と知った」「チームワークの中心に患者がいることに気付いた」「医療者間の信頼関係は
重要であるとわかった」、【看護活動の内容と重要性に関連すること】：「看護師の存在意義を知った」「看護師の仕
事の大変さを知った」「看護活動の特性に気付いた」、【医学生としての自覚に関連すること】、【現場の把握に関連
すること】、【CureよりCareそしてShareへという気づきに関連すること】、【その他】

川野ら
(2009）

早期体験実習
で学生がどの
ような学びを得
ているか明らか
にする

量・質的研
究

看護学科
1年次97名

質問紙調査
にはχ 2乗
検定

wallis検定
自由記載に
ついては内
容分析

1.実習前後の医療職役割の変化は、すべての医療職に対して理解度は上昇した。
2.学生が考えたチーム医療を促進する要因は5つに分類された。【情報の伝達・交換・共有】：「情報交換」「情報伝
達」「情報の共有」、【円滑な人間関係】：「協調・協力」「チームワーク・連携」「信頼関係」「対等な関係」「職種の尊
重」等、【職種の理解】：「相互理解」「他職種理解」「看護職の理解」等、【患者中心の医療システム】：「患者の理解」
「患者中心の医療」「病院システム・管理」等、【看護者に必要な知識・技術・態度】「専門知識・技術」「態度」
3.チーム医療の定義と重要性の理解について実習後では、前に比べ優位に上昇した。
4.チーム医療を推進する自信は、実習後優位に上昇した。

岡崎ら
(2010）

基礎ゼミナール
Ⅱにおける学
生の学び

質的研究

基礎ゼミ
ナールⅡ
(病院実習）
受講した学
生102名

レポート
内容分析

初期コード336、サブカテゴリ20、カテゴリ9が抽出された。【コミュケーションの自己の傾向】：「会話のタイミングが取
れず、言葉つがいの難しさに気づく」、【非言語的コミュニケーション技法の重要性の理解】：「傾聴、共感、沈黙の重
要性の理解」「表情や雰囲気作りが重要と気づく」「身体行動と空間行動の重要性に気づく」、【言語的コミュニケー
ション技法の重要性の理解】「：自己開示、患者の気持ちの理解に気づく」、【コミュニケーションの概念の理解】：「コ
ミュニケーションの本質に触れる」、【学習に関する今後の課題】：「授業、演習で必要な知識、技術の習得」、【態度
に関する今後の課題】：「看護師になりたいという意欲を持ち、日常生活に学習の姿勢を活かす」、【理想とする看護
師像の発見】：「具体的な理想をかかげて、看護師にたりたいという気持ちが高まる」、【看護師の看護実践を見学
して学んだこと】：「看護師は患者・家族から信頼されていた」「看護師は忙しい中でも患者に気配りをしていた」「看
護師はコミュニケーション技法を使い患者に安心感を与えていた」「看護師の仕事はやりがいがあることを実感し
た」「看護師は様々な仕事をしながら、コミュニケーションをとっていた」「看護実践を見学して患者の思いが伝わっ
てきた」「看護師と他の医療職のチームワークの素晴らしを知った」、【「実習全体を振り返って学んだこと】：「患者一
人一人の思いや生き方を知った」「患者から励まされた」「実習の経験を振り返り、自己認識を深めた」「病院の環境
への気づき」

大坪ら
(2010）

実習で医師の
診察を観察した
学生と患者の
評価の比較、
患者の診察に
同室した学生
の気づきを明ら
かにする

量・質的研
究

医学科
１年次97名

質問紙と自
由記載レ

ポート
内容分析

1.診察に関する医師の対応について、良いと答えた患者70.4％、良いと答えた学生68.2％
2.診察に対する満足度について、良いと答えた患者57.2％、良いと答えた学生55,0％
3 .診察室に入室できた学生86.3％、入室できなかった学生13.7％、患者の不安感を62.1％が記載していた、患者の
不安について述べている学生は入室できた学生67.1％、できなかった学生30.8％であった。
4.学生から見た医師の態度については、【患者の不安を和らげる医師の態度】【患者の不安の増す医師の態度】の
カテゴリに分けられた。未入室の学生の自由記載内容は、「患者の痛みの原因が分からないことでの不安」「どう診
断が下されるのか不安」

竹下ら
（2010）

学生の看護に
対する考え方
の傾向を明ら
かにする

質的研究
看護学科
1年次69名

実習記録
内容分析

実習記録から136記録単位の記述、5つのカテゴリが抽出された。【人間関係形成】：「コミュニケーションの大切さ」
「信頼関係の大切さ」「笑顔で優しい看護師」、【個別性をふまえた看護】：「患者様の立場にたつこと」「その人に
合ったケア」「患者様の欲求を知ること」、【看護実践】：「心のケアの大切さ」「自立支援」「チーム医療の大切さ」「苦
痛の緩和」「安全な看護」「知識・技術の大切さ」「判断する力」、【看護の倫理的側面】：「責任をもつこと」「人の役に
たつこと」「人権尊重の姿勢」

吉良ら
(2011）

早期体験実習
による学生の
学びを明らかに
する

質的研究

短期大学3
年課程程基
礎看護学実
習Ⅰを履修
した学生
1年次79名

レポート
内容分析

661件の記録単位に整理し、34のサブカテゴリ、6カテゴリが抽出された。
【看護技術】：「環境」「バイタルサインの測定」「観察」「清潔」「食事」「リハビリ」「記録・報告」、【コミュニケーション】：
「具体的技法」「大切さ」「難しさ」「立場の変換の大切さ」、【看護・看護師】：「看護師の仕事」「看護について」「看護
師になりたい気持ちが強まった」、【臨地実習の意義・方法】：「知識の大切さ」「授業・演習の大切さ」「実習での学び
方」「実習でしか学べないことに気づく」「看護の視点を持って実習」「看護の楽しさ・充実感」「自分の限界に直面」、
【患者からの学び】：「患者の苦痛」「患者の回復」「入院生活の規制」「患者から教えられたこと」「患者の個別性」
「ケアの効果」、【病院環境】：「知識としての学び・既成イメージの変化」「工夫されている」「カルテ」「スタッフはチー
ム」「工夫が不足」

古市ら
(2011）

早期体験実習
における学生
の学びの内容
を明らかにする

質的研究
看護学生
1年次75名

質問紙の
自由記載
内容分析

記述447記録単位を抽出。18サブカテゴリ、3カテゴリを形成した。
【満足感】：「看護ケアの理解（看護ケアの方法などを学ぶことが出来た）」「施設理解（初めて知ることや実際の現場
を詳しく理解出来た）」、【気づき】：「新たな発見（患者さんのためにいろいろ工夫していた）」「コミュニケーションの大
切さ、自己の課題、未熟さ（自分はまだ何も知らないことを痛感した）」「看護師の役割（看護師として大切なこと、必
要なことがわかった）」、【戸惑い】

田中ら

学生の学び
「看護活動を知
る実習」におい
て学生が意味
化した学びの
内容を明らか
にする

質的研究
看護学生
2年次84名

レポート
内容分析

401のコード、63のサブカテゴリ、19カテゴリ、6つの大カテゴリを抽出した。
【人間関係構築の必要性】：「患者への関わり」「患者家族への関わり」「チーム医療におけるスタッフの連携」「看護
師間の連携」、「コミュニケーション方法の気づき」「他者との関わりの在り方の再考」、【知識・技術から実践能力の
発展】：「看護に必要な能力」「看護の実際を知ることによる理論の理解」、「患者ケアに対する気づき」「臨床現場特
有の経験」、【職業的自立の基盤となる能力・態度】：「倫理観の認識」「職業観の認識」「看護師の役割の認識」「看
護業務に対する印象」、【看護職志望願望の強化】：「理想の看護師との出会いと看護師への志望」、【看護学生とし
ての自己課題の認識】：「学習課題」「社会的自立に向けた課題」、【臨床実習に関する目的未達成感】：「知識・技
術に関する目的未達成感」「コミュニケーション不足による目的未達成感」「臨床現場に対するイメージの乖離によ
る目的未達成感」

表2.学びに関する研究

研究目的 研究対象
研究

デザイン
記
号
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の心情、患者との関係性を考慮した行動

の工夫、看護の仕事の具体化と看護師を

目指す気持ちの高まりなど、実習を通し

て学生がどのような体験をしたのかを報

告した。

　⑶　学習効果

　　　学習効果に関する研究を表４にまとめ

た。

　　　宮澤らo)は、早期海外研修前後で学生

のソーシャルスキル得点、国際理解測定

尺度得点について調査し、研修の効果に

ついて調査した。両者の得点は研修後優

位に高く、研修に一定の効果があること

が検証された。阿部らn)は、入学後１年

間の看護学生の達成動機の変化を明らか

にした。その結果、看護学生の達成動機

は高い状態を維持していた。達成動機の

変化の理由について、自由記載内容の分

析から、早期体験実習が達成動機に影響

を与えていることも明らかにした。成瀬

らm)は、理学療法学科・作業療法学科学

生を対象に、早期体験実習前後での自己

効力感の変化を明らかにする研究を行っ

た。その結果、早期体験実習後に自己効

力感が上昇したものは４分の１程度で、

変化のないものが約半数であった。

著者 調査方法 結果

（発表年） 分析方法 カテゴリ【　】　サブカテゴリ「　」で表示

谷口

SGE（構成的
エンカウン
ターグループ）
のリフレクショ
ンツールとし
ての効果を検
討

質的研究

基礎看護
学実習で
研究者が
担当した
グループ
の学生5名

インタビュー

内容分析

実習で印象に残っていることについての学生の発言を、その類似性から4つのカテゴリに分類し
た。
【経験の言語化】：「病院の構造やシステム」「看護師の態度・仕事の様子」「患者との関わり」
【感覚の自覚】：驚き、感動、辛さ、恥ずかしさ、焦り、無力感など16件14種類の感情が表現され
た　【期待や要求の自覚】【自己の課題の明確化】についても、メンバー全員が一人での振り返
りでは得られないであろう感情の自覚から課題の明確化まで導くことが出来た。

渋谷ら
(2010）

早期体験実習
での学生の体
験を明らかに
する

質的研究
看護学生
1年次71名

レポート
内容分析

1.実習中困ったこと、辛かったこと：11サブカテゴリ、4カテゴリ
【コミュニケーションをとること自体に感じる難しさ】【対象者の現実に直面し、思いに共感した辛
さ】【看護師の仕事を実際に体験して感じた厳しさ】【知識のない未熟な自己の自覚】
2.実習中自分が努力したこと：8サブカテゴリ、3カテゴリ
【実習目標を意識した行動】【患者との関係性を考慮した行動】【看護師から得られる学びに集
中した行動】
3.実習を通じて変化したこと、成長したこと：10サブカテゴリ、3カテゴリ
【次へのステップを考え始めるきっかけ】【自分自身の生活の見直しと行動の変化】【看護の仕
事の具体化と看護師をめざす気持ちの高まり】

表3.体験項目に関する研究

記
号

研究目的
研究

デザイン
研究対象

著者 調査方法
(発表年) 分析方法

成瀬ら
(2009）

早期体験実習
前後での自己
効力感の変化
を明らかにする

量的研究

理学療法
学科・作業
療法学科1
年次57名

質問紙
（既存尺

度）
調査研究

1.実習前後で自己効力感が高くなった者16名、低くなったもの11名、変化が無かったもの
30名であった。
2.GESS16項目は【行動の積極性】【失敗に対する不安】【能力の社会的位置づけ】の3つの
因子に分けられたが、【能力の社会的位置づけ 】において実習後で優位に得点が高くなっ
ていた。
3.実習で体験した内容は、利用者とのコミュニケーション、入浴・更衣の手伝い、リハビリの
見学
4.学んだことは、コミュニケーションの難しさ、積極的に行動すること、患者・利用者の障害
にあった介助量の選択と必要性、挨拶や話し方なのどの社会人としてのマナー、チーム
ワーク
（3.4.は自由記載内容の分析結果）

阿部ら
(2011）

入学後1年間
の学習進度に
伴う看護学生
の達成動機の
変化を明らか
にする。

量・質的研
究

看護学科1
年次女子
学生112名

質問紙
（既存尺

度・自由記
載）

調査研究・
内容分析

1.達成動機の継時的な変化に有意差は見られなかった。
2.看護学生の達成動機は1年間を通して高い状態を維持していた。
3.自由記載内容の分析から、達成動機の変化について【実習体験による漠然としたイメー
ジ】【実習体験による看護の具体化と自己課題の発見】【実習体験による看護への不安と
やりがいのはざま】の3つのテーマが抽出された。

宮澤ら
(2012）

学習の効果
海外研修前後
で学生のソー
シャルスキル
と、国際理解の
変化明らかに
する

量的研究
看護学部
学生109名

質問紙
(既存尺

度)
調査研究

1.ソーシャルスキル得点と研修による変化：研修前67～129点（Mean=95.5，SD=11.48）、研
修後59～133点（Mean=98.13，SD=13.13）。前後の比較では、合計得点、関係開始、解読
の下位尺度で研修後が有意に高かった。感情統制は研修後が有意に低かった。
2.国際理解測定尺度得点と研修による変化：研修前198～311点（Mean=249.0，
SD=27.07）、研修後190～337点（Mean=257.5，SD=33.73）。他国文化の理解、外国語の理
解の下位尺度で研修後が有意に高く、海外体験による得点比較では有意な差はなかっ
た。
3.研修への参加意欲とソーシャルスキル得点・国際理解測定尺度得点：研修への意欲が
高い42.3％、どちらともいえない23.1％、低い34.6％であった。ソーシャルスキル得点と意
欲別の比較として、意欲が高い学生は低い学生より合計点と関係開始が有意に高かっ
た。国際理解測定尺度の得点は、意欲による差はなく、ソーシャルスキル得点は意欲どち
らともいえないで研修後が有意に高かった。意欲高い、低い群での有意差はなかった。国
際理解測定尺度得点は意欲高い、どちらでもないは研修後が有意に高かった。

表4.学習効果に関する研究

分析方法
記
号

研究目的
研究

デザイン
研究対象

結果
カテゴリ【　】　サブカテゴリ「　」で表示
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　⑷　その他

　　　その他に分類された研究を表５にまと

めた。

　　　大坪らp)u)は医学生を対象に早期体験

実習の満足度を調査している。実習内容

ごとに満足度を得点化し、保育体験、重

症心身障害児病棟実習の順に満足度が高

いことを明らかにした。

　　　藤永らr)t)は、早期体験実習に臨んだ教

員１名の体験内容を明らかにした。 ま

た、同テーマで複数の教員を対象にした

研究も行った。その結果、「経験を基盤

とした学生像」「学生の本来の姿への気

づき」「現実の学生を見ようとする行動」

「描いた学生像と現実の学生のずれによ

る混乱」「自己の内省による教員の課題」

という５つの体験内容を報告している。

２つの研究に共通して、教員は早期体験

実習で自らの経験を基盤として学生像を

持つことが明らかになった。

　　　林らv)は、看護学生の患者の発言への

関心の向け方と学生の発言との関連を明

らかにすることを目的に研究を行った。

その結果、 学生の関心は、「患者志向」

「関係志向」「自己志向」に分類された。

また、学生が、それぞれの場面で自らの

著者 調査方法

(発表年) 分析方法

大坪ら
(2009）

早期体験実習
の学生の満足
度とその要因
を明らかにす
る

量・質的研
究

医学科
1年次95名

満足度評価
表・自由記
載　統計処
理・内容分

析

1.実習前後でのコミュニケーション能力の意識変化は、全ての項目で10％前後上昇した。
2.満足度の高い実習は、保育体験実習、重症心身障害児病棟実習、車いす体験実習の順であっ
た。
3.早期体験実習の満足度の要因は自由記載の分析から、【将来へ活かせる経験】【役立ち感】
【達成感】の3つのカテゴリにまとめられた。

古宇田ら
(2009）

早期体験実習
前後での職業
的アイデンティ
ティ形成への
影響を明らか
にする

量的研究
看護学生
1、2年次106

名

質問紙調査
統計処理

1.実習前調査：卒業後の進路は、看護職に就きたい69.7％、就きたくない３％、迷っている27.3％
であった。
2.職業的アイデンティティ形成度に変化があったのは「看護職選択への自信」「自分の看護観の
確立」「看護職として必要とされることへの自負」「社会貢献への志向」であった。肯定的変化は
「看護職として必要とされることへの自負」、否定的変化「社会貢献への志向」が有意であった。

藤永ら
(2009）

早期体験実習
に臨んだ教員
の体験内容を
明らかにする

質的研究
事例研究

早期体験実
習に初めて参
加し、その体
験を鮮明に表
現した教員1
名

インタビュー
早期体験実習における一教員の体験場面として、1)過去の経験からたどる学生像、2）学生の力
を起点にした学生像の変容、3）学生の未知なる可能性への気づき、4）看護の学習者として尊重
するという4つのテーマが見いだされた。

阿川ら
(2010）

実践報告 質的研究
看護学生
1年次80名

レポート
授業評価

1.看護教育における生命倫理を患者サイドからアプローチする方法は重要
2.早期体験学習は、看護専門職の学びが始まっていない1年次生の前期に学習することは有効
である
3.早期体験学習の教育効果を発揮するには教員はファシリテータ―としての働きが重要

藤永ら

早期体験実習
の指導に初め
て関わった教
員の体験過程
を明らかにす
る

質的研究

初めて早期体
験実習に関
わった教員5
名

インタビュー
内容分析

早期体験実習に関わった教員の体験として、【経験を基盤にした学生像】【現実の学生を見ようと
する行動】【描いていた学生像と現実のずれによる混乱】【学生の本来の姿による気づき】【自己
の内省による教員の課題】の5つのカテゴリが抽出された。

大坪ら
(2011）

早期体験実習
の学生の満足
度とその要因
を明らかにす
る

量・質的研
究

医学科
1年次95名

満足度評価
表・自由記
載　統計処
理・内容分

析

1.効果度評価で最も高かった実習は、外来患者付き添いであった。
2.満足度評価で最も高かった実習は、保育体験であった。
3.早期体験実習の満足度の要因は自由記載の分析から、【将来へ活かせる経験】【役立ち感】
【達成感】の3つのカテゴリにまとめられた。
4.効果度に比して満足度が低い実習は、患者への役立ち感、自分の達成感が低いためと考えら
れた。効果度に比して満足度が高い実習は、将来へ活かせる体験や達成感が得られたことが考
えられた。効果度も満足度も高い実習、効果度も満足度も低い実習の要因については明らかに
されていない。

林ら

患者の発言へ
の関心の向け
方と学生の発
言との関連の
特徴を明らか
にすること

質的研究

早期体験実
習に参加した
看護系大学1
年次18名

プロセス
レコード
内容分析

1.プロセスレコードの場面は、病棟場面が14件、外来が4件であった。
2.学生の関心の特徴は「患者志向」が10件であった。肯定的関心は、患者の発言から患者の状
況を推測したものであった。その中で関心の言語として表出しているのは1件であり、　推測した
内容を表現し、それに関して質問をしていた。否定的関心については、患者の不安や辛さなどの
否定的感情を推測したものであり、関心の言語として表出したものが2件であった。表出しなかっ
た5件は、労いや励まし、肯定的評価、相槌、現実的な対応、説得など様々であった。
3.学生の関心の特徴は「関係志向」3件であった。否定的関心について、患者との関係性が悪くな
るのではないかという推測があったが、関心の言語での表出はなかった。
4.学生の関心の特徴は「自己志向」5件であった。肯定的関心について、学生の関心からの疑問
を関心の言語で表出していた。否定的関心の3件は、自分の動揺や困惑、後悔と拘りであり、言
語としての表出はなかった。

表5.その他の研究

結果
カテゴリ【　】　サブカテゴリ「　」で表示

記
号

研究目的
研究

デザイン
研究対象
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感情や思考の内容を言語として表出した

かどうかについて明らかにした。古宇田

らq)は、早期体験実習が、看護学生の職

業的アイデンティティ形成にどのような

影響を与えるかを明らかにする研究を行

った。実習前後で、職業的アイデンティ

ティ形成尺度を用いた質問紙調査を行

い、「看護師の理想化の構築」などの肯定

的変化や、「看護の仕事への不安」などの

否定的変化があることを明らかにした。

　　　阿川らs)は、看護学生を対象とした医

学概論、生命倫理教育で、がんサロン訪

問を早期体験実習に導入した試みについ

て報告した。

Ⅳ．考察

　本研究の結果、早期体験実習は各大学独自

のプログラムで行われていた。しかし、その

中にも共通するねらいが含まれていた。研究

目的は「学生の学び」「体験項目」「学習効果」

「その他」に分類されたが、そのうち「学生

の学び」は約半数を占めており、関心の高さ

が伺えた。具体的な方法が異なっていても、

早期に実習を行う目的、学生の学びを探求す

ることに共通点があると考えられた。

　上記の視点から考察を加え、今後の研究の

課題についても検討を行った。

１．独自に展開されている早期体験実習

　早期体験実習は、ほぼ全ての研究で１年次

を対象に行われていた。実施の時期や期間

は、各大学でばらつきがあり、既習の知識に

ついて比較することは困難であった。看護学

生を対象にした早期体験実習では、実習施設

を病院単独としているものが最も多かった。

病院実習だけでなく他施設での実習を展開し

ている大学は、看護職の活動の場の多様性

や、対象者の生活の場が病院だけではないこ

とを学ばせるねらいがあった。実習方法にお

いて、共通性は見られなかった。しかし、約

半数が実習終了後に報告会を行っており、学

生は報告会に向けてカンファレンスやグルー

プでのまとめ作業を行っていた。しかし、こ

のような場の設定が学生の学びにどのような

影響を与えたのかという報告はなく、学生の

学び方という点で研究の余地があると考えら

れた。

　実習のねらいは、【対象理解】【看護の役割

を知る・学ぶ・考える・理解する】【看護を

学ぶ・学習の動機づけ】という３つに共通性

があった。看護学教育の在り方に関する検討

会6)では、教育内容の重要な要素として「看

護実践を支える技術学習項目」を示してお

り、下位項目には、対象理解とアセスメント

の重要性、個別性への応用、プライバシーの

保護、対象者への説明が含まれている。これ

らは、机上の学習だけでは修得が困難であ

り、現実の場面で対象者と直に接して理解を

深めていく学習内容である。対象者の置かれ

ている状況や看護の役割についての理解が求

められる。そのため、各大学が実習を組み立

てるなかで、【対象理解】【看護の役割を知

る・学ぶ・考える・理解する】をねらいと位

置付けることは当然であろう。さらに、早期

体験実習の効果として学ぶ動機づけが期待さ

れていることは、すでに知られている。本研

究においても、検討した文献のなかで【学ぶ

動機づけ】は共通したねらいであった。

２．学びの段階を捉える研究の必要性

　早期体験実習での共通した学びとして、コ

ミュニケーションの大切さ、重要性が明らか

になった。コミュニケーションは、看護学教

育の在り方に関する検討会7)で「看護ケア基

盤形成の方法」の下位項目「援助的人間関係

形成の方法」に関連した学びである。さらに

学生は、普段接する機会の少ない年齢層、健

康問題を抱えた対象者とのコミュニケーショ

ンに難しさを感じていた。コミュニケーショ

ン能力に関して自己課題を捉えている者もお

り、近年の学生の傾向として、コミュニケー
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ション能力が不足している8)という報告と一

致する内容であった。しかし、その一方で【コ

ミュニケーションの概念の理解】などの学び

も得ており、各大学が意図する実習のねらい

【対象理解】の手段としてのコミュニケーシ

ョンを学んでいたと考えた。さらに学生は、

相手の立場に立って考えることや対象者との

信頼関係の構築、患者主体とは何かという、

医療者としての姿勢について学びを広げてい

た。これは、「看護ケア基盤形成の方法」の

下位項目「人権尊重・擁護の方法」に関連す

る学び9)である。対象理解に関連する内容は、

発達段階や健康レベルの異なる対象、看護の

対象に家族が含まれていること、対象に合わ

せた関わり方を学んでいた。また、職種を超

えてチームに視野を広げ、患者がチームの中

心にいること、それを支える医療者のチーム

ワークの重要性を捉える学生もいた。

　佐伯10)は、学びの広がりと高まりを６段階

に分けて次のように説明している。第１段階

は、言われた通りのことを全くの受動的に丸

暗記する。第２段階は、学ぶ側に目標があり、

目標に直接関係のあるものだけを選択して学

ぶ。第３段階は、目標自体を探す働き「知的

好奇心」の芽が生まれる。第４段階は、別の

見方を取り入れ、新しい知識を確かめ、疑問

を持ち、それを外に投げかけ、より深く物事

を納得することが目標になる。第５段階は、

他者との対話の中で新しい知識を確認、修正

することを試みる。視点を変えて全てを再構

成し、新しい一貫性を自分で生み出す形で納

得する。第６段階は、あらゆる他人の目を想

定できるようになり、自分自身の前提をどん

どん再吟味して、新しい一貫性を生み出す。

本研究で明らかになった学生の学びを佐伯の

分類に当てはめると、その多くは第３段階、

第４段階と一致する。現実に対象者と接し、

コミュニケーションの難しさや大切さなどに

気付くことは、得た知識を実践する、確かめ

ることで生まれる学びではないだろうか。そ

して、改めて知識と経験とを組み合わせてコ

ミュニケーションとは何かという新しい学び

を得ていると考えた。医療者としての姿勢、

対象理解、チームに関連する内容について

も、現実の場面に身を置き、知的好奇心を持

って観察、行動することで得られた学びと言

える。学生は、与えられた目的、目標に留ま

らず、発展的に学んでいく傾向があると考え

た。

　今回、研究対象とした文献においては、学

生の学びを縦断的に調査した研究は見つから

なかった。そのため、学びの広がりを明らか

にすることは出来ない。しかし、早期体験実

習という類似した学習環境において、このよ

うな学生の学びの傾向が明らかになったこと

は、早期体験実習での学びは実習直後に留ま

らず、広がりをもつ可能性がある。佐伯11)は、

学びの第５段階、第６段階において、他者と

の対話や他人の目を想定することで、視点を

変えて全てを再構成し吟味しながら、新しい

一貫性を自分で生み出すと説明している。学

生が早期体験実習で学んだことは、継続学習

の中で新しい知識を得ること、他者と対話す

ることで広がっていく可能性がある。学生の

学びがどのように発展していくのかを明らか

にすることは、今後の研究の課題である。

　学生は早期体験実習において、学習した内

容を現実の場面で実行することの難しさに直

面している。しかし、それぞれの学生が、困

難な経験の中に学習する価値を見いだし、自

己課題を見つけ、自己認識をしている。浅井

ら12)が、学習する価値を見出せれば、今後の

学習への動機づけにつながると述べているよ 

うに、このような学習の過程をたどる学生は、 

学習の動機づけという早期体験実習のねらい

を達成することになるだろう。さらに、目標

とする看護師像が明らかになった学生は、ロ

ールモデルに近づくために学習の動機づけを

高めていくことが推察される。桜井ら13)は、

学生は早期体験実習において、看護師に対す

る認識、自己の進路に関する広がりや看護職

の魅力、専門的技術・知識はもちろんのこと、
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多くの経験から豊かな人間性を形成すること

の必要性を認識し、これらが学習意欲につな

がっていると述べている。学生にとっては、

早期体験実習での経験全てが今後の学習の動

機付けに影響していると言っても過言ではな

い。しかし、学生の早期体験実習後の学び方

の変化や学びの広がりに注目している研究は

見つからなかった。これらの関係性が明らか

になれば、より効果的な実習を組み立てるこ

と、実習後の学びの広がりを支援することに

つながる。早期体験実習の特徴ともいえる学

習の動機づけについて、研究を発展させてい

くことも今後の課題である。

３．今後必要とされる研究方法

　早期体験実習に関連する研究の半数以上が

質的研究、次いで、質的研究と量的研究の併

用が４分の１程度であった。学生の学びにつ

いての研究は、約半数を占めている。研究者

の多くは、学生の体験や学びの内容を明らか

にすることを目的としており、学生の発言や

記述内容から帰納的なアプローチを行ってい

る。質的研究数が他と比較して多いのは妥当

であろう。また、看護学実習に関する研究は、

2004年以降、量と質それぞれの特徴を活か

し、それらを組み合わせた研究が行われるよ

うになってきており14)本研究も同様の傾向が

あることが推察された。学生の体験内容を明

らかにする研究、学習効果に関する研究は、

他と比較し報告数も少なく、一般化出来る内

容のものはなかった。ひとつの事例や教育の

効果を深く理解し積み重ねていくことは、新

たな研究の視点を得ることに繋がる可能性が

あり、継続して研究を進めていく必要性があ

る。

　調査方法（データ収集法）では、学生の課

題レポートをデータとして活用しているもの

が多く、安易さは否めない。実習評価、記録

物も同様に、学生の提出物をデータとして活

用する場合には、十分な説明を行い、学生に

不利益が無いことを明確に示す必要がある。

しかし、本研究で対象とした文献の中には、

紙面の都合上掲載されていない可能性もある

が、回収率の高さ、説明と同意の時期の不明

確さ、倫理的配慮の記載がないものがあっ

た。学生擁護の観点から、今後も継続して取

り組んでいかなければならない課題である。

レポートや実習記録は、学生にとって成績評

価に直結するものであり、思いをありのまま

に記述出来ない可能性やデータ収集に強制力

が働く可能性が高い。実習直後の学生の疲労

や課題の状況に配慮しながら、学生が自らの

思考を自由に表現出来るような研究方法の工

夫が必要である。

Ⅴ．結論

１．早期体験実習はほぼすべての研究で１年

次を対象に行われていた。実習のねらいで

共通するものは【対象理解】【看護の役割

を知る・学ぶ・考える・理解する】【看護

を学ぶ・学習の動機づけ】であった。実習

方法に共通性はなく、各大学独自のプログ

ラムで実施していた。発表年度によって、

研究数や明らかな内容の偏りは見られなか

った。

２．対象文献の研究目的は【学生の学び】【体

験項目】【学習効果】【その他】４つに分類

された。【学生の学び】についての研究は

全体の約半数を占めていた。

３．【学生の学び】で共通・類似する内容は、

コミュニケーション、信頼関係、患者の個

別性、チーム、職種の理解、看護に必要な

知識技術、看護師に必要な態度、学び方、

自己課題・認識であった。【体験項目】【学

習効果】【その他】は各研究による独自の

結果が導き出されていた。

４．これらの結果から考察されたことは、学

生は与えられた目的、目標に留まらず、発

展的に学ぶ傾向があった。また、実習での

経験の全てが学習の動機づけとなってい

た。
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５．このような学生の傾向を踏まえ、学生の

実習後の学びの広がりを明らかにするため

の研究が課題であり、自らの思いをありの

ままに表現できるような研究方法の検討が

必要である。

Ⅵ．研究の限界

　本研究は、過去５年に限定した文献検討で

あり、それ以前に早期体験実習に関連する学

生の体験や学習効果が報告されていた可能性

がある。また、主に大学教育に焦点化してお

り看護教育全般に関わる研究の可能性ではな

い。分析対象を広げ、継続した研究が必要で

ある。
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